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研究の概要

研究の詳細

感覚運動脳機能障害に対する
個別最適化リハビリテーションシステムの開発

ブレインコンピュータインターフェイス (BCI)　脳波　リハビリテーションキーワード

■研究・技術のプロセス　□研究事例 ■研究成果　□使用用途・応用例 ■今後の展開

　近年、増加の一途をたどる「脳卒中」は、その後遺症として心身に様々な神経症状を呈することを特徴とします。
しかしながら、現時点においては、これら多様な障害に応じたリハビリテーションは確立されていません。この
ような中、新たなリハビリテーション（神経
科学リハビリテーション）として、実際の運
動を行わずとも身体運動を再構築させる介入
手法が注目されています。
本研究では、脳卒中後後遺症の一つ「感覚運
動機能障害」に対する機能再編を目指してい
ます。具体的には、脳内で能動的に目的運動
をイメージさせ、その脳活動が運動発現に関
連する活動となった場合、視覚や筋への電気
刺激、振動刺激による多感覚情報を代償的に
受動入力させることで、運動のイメージと感
覚入力情報を脳内で同期的に協応させること
が可能となる『多感覚刺激BCI フィードバッ
ク装置』を開発し、臨床応用を目指しています。
（図１）

　これまでの取り組みの中で、健常者が身体運動をイメージする際、右脳および左脳の補足運動野領域は
両側同期的に活動することを明らかにしました。一方、脳卒中後は脳機能の左右不均衡が生じるため、こ
れらを是正させ機能再編成・再構築を目指すことが重要となります。本研究に関連するこれまでの研究成
果として、我々は麻痺肢への能動的な運動意図を反映した脳機能反応に対して、即時的に多感覚情報入力
へつなげることができる脳波信号センシングシステム（特許6553492号）を開発しました。（図２）
本システムを用いた研究成果として、感覚運動機能障害患者に対する脳の左右不均衡是正へ向けた介
入の効果を報告しています（Kodama et 
al.,2019;片山ら,2019）。また、フィードバッ
クする感覚情報モダリティを変化させ、身心
へ及ぼすそれらの効果についても検証してい
ま す（Kitai&Kodama, 2022;Kodama et 
al.,2023）。今後は、対象者それぞれにおい
て最も効果の高い感覚刺激を同定する（個別
最適化）システムを構築し、より多くの後遺
症を有する方々に対して介入を行うことでリ
ハビリテーション治療機器としての実用化を
目指します。
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・  これまで “ 回復しにくい ” といわれてきた脳機能障害に対する先
進的なリハビリテーションの創出します。

・  多企業との共同研究（産学連携）実績を基盤に、神経生理学的知
見から汎用性の高い脳波センシングシステムを開発します。
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